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Bayard型電離真空計の使用に関する一，二の注意

唐　沢 孝・庄　司 洌

　超高真空（10－5μHg以上）の測定に用いられる真空計

であるBayard型電離真空計については，わが国でもす

でに二，三の報告がなされている．1）2）われわれは，

Bayard型電離真空計に関して感度測定を行った．その
方法は，毛細管から一定量の空気を流しこみ，排気速度

を調節して真空度を変化させ，通常の真空度（10’3n－10

μHg）の範囲でFoge1型電離真空計を基準にした．そ

の際気付いた点について述べる．

　1）感度係数と電極構造の関係　　現在用いられてい

るBayard型電離真空計は，最初つくられたものに改良

がほどこされている．最終的に改良されたものは第1図

に示す如く，電子加速用グリッドの上端及び下端には，

渦巻型グリッドがイナソ化領域に対して蓋のようにとり

つけられ，さらに，熱陰極の外側にもスクリーソ用のグ

リヅドがある．初期に用いられたものは，渦巻型グリッ

ドの蓋とスクリーソ・グリッドはなかった．渦巻型グリ

電子グリッド直径1”，
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集イオン電極3ミルW．

第1図　Bayard型電離真空計

ッドの蓋は，イオソ化領域でできたイオソをできるだけ

完全に集イナy電極に集めるためのものであり，最外側

のスクリーソ・グリッドは，ガラス外壁が帯電し，感度

係数が変動するのを防ぐと共に，熱陰極から出た電子を

できるだけ完全にイオソ化領域へ送りこむためのもので

ある・Bayard等の行った感度係数の測定によれば3），

渦巻型グリッドの蓋及びスクリーy・グリッドのないも

のについては，18μA！mA・μHgであり，渦巻型グリッ

ドの蓋のみあり，スクリーソ・グリッドのないものにつ

いては30μA！mA・μHgであり，渦巻型グiJッドの蓋及

びスクiJ　一一ソ・グリッドのあるものについては50μA

／mA・μHgと報告されている．スクiJ　一一ソ・グリッドの

みあり，渦巻型グIJヅドのないものについては報告され

ていない．

　Bayard型電離真空計を実際に作る場合に，渦巻型グ
リッドの蓋をマウソトすることは，やっかいなもので，

なしですまぜれば，それに越したことはない・

　われわれの使用したものは，電極構造のデaメソショ

ソ及び使用したタソグステソ線の太さはBayardのも
のと同じであるが，渦巻型グリッドの蓋はとりつけられ
ていない．各電極の電圧は，電子加速電圧21σV，集・f

オソ電極電圧一60V，で測定した．この場合10－3～10『1

μHgの範囲では，感度係数はFogel型の3．4倍となっ
た．使用したFogel型の感度係数を5μA！mA・μHgと

すれば，5）Bayard型は，17μA！mA・μHgである．こ
の場合，」〈ク　iJ　一一ソ・グリッドは集イオy電極と同じ電

位にしておいたが，ここには，集イオソ電極に集まるイ

オソの約3倍のイオソが集まる．このスクリーソ・グリ

ッドに集まるイオソがすべて集イオソ電極に集まるとす

れば，スクiJ　一一ソ・グリッド及び渦巻型の蓋のあるもの

について，Bayardが報告した値とほぼ等しくなる．こ
のことは渦巻型グリヅドの蓋が，生成イオソの大部分を

集ノオソ電極に集めるのに役立っていることを示してい

る．このようにBayard型誼離真空計の感度係数は，渦

巻型グリッドの蓋及びスクリーソ・グリッドの有無に著

るしく影響されることに注意する必要がある．

　2）Linearityのくずれについて　　Fogel型におい

て，真空度に対するlinearityがくずれるのは，10μHg

以下の低真空においてである．Bayard型においては，

すでに1μHg附近から1inearityがくずれはじめること
が報告されている．4）われわれがこれをしらべたところ

1inearityがくずれはじめる点は単に，真空度のみなら

ず，イナソ電流したがって電子電流にも関係することが

わかった．第2図にそれを示す．この測定は，真空度を

パラメター一とし，各真空度において電子電流を変化させ

てイオy電流を読み，真空度を0．02μHg～2μHgの範
囲で変化させたものを一グ7v・一一プとした．その結果，

　　　　　　　　　　　　　linearityがくずれはじめ
　　　　　　　　　　　　　る点は，各グループにょっ
　loo　　　　　　　　　　て多少の変動があるが，電

イ　　　　　　　　　　　　子電流が大なる場合ほど高
ζ　　　　　　　　　　　真空になっており，イナソ

勲0　　　　　　　　　　電流にするとおよそ3μA～

（μA）　　　　　　　　　　10μAである・そしてline－－

　　　　　　　　　　　　　arityがくずれた領域では一

　　　　　　　　　　　　　4　1“Y電流と真空度の関係

　　　　　　　　　　　　　が1‘＝KIε・paで示される

　　　　　　　　　　　　　ことがわかった。Iiはイオ

　　　　　　　　　　　　　ソ電流，は1、電子電流・
　0，1
　　　　　α1眞蛙いH翻　　　pは真空度でKは真度空

　　　　　　　　　　　　　及び電子電流に無関係な定
　　　第　　2　図　　　　　数である．αは真空度およ

び電子電流に無関係な定数で，第2図からは0・75とな
る．

　現在われわれはこの現象をさらにくわしく調べるため

に，スクリーソ・グリッドに集められるイオy電流，及

び渦巻型グリッドの蓋をつけたものについて測定中であ

る．（1954．6．16）
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